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第３章 河 川

第１節 生活排水対策

１ 生活排水対策の現況

河川等公共用水域の水質汚濁の主な要因の一つが、家庭の台所、浴室等から未処理のまま排出

される生活排水であることから、河川浄化対策を推進する上で、生活排水対策が重要な課題とな

っています。

平成２年９月には水質汚濁防止法が改正され、生活排水対策重点地域の指定による重点的な取

組など、生活排水対策の推進が規定されました。これを受け、平成３年８月に、都城市及び三股

町の一部地域を「生活排水対策重点地域」に指定し、大淀川上流域の生活排水対策を行っていま

す。また、平成５年度には「宮崎県生活排水対策総合基本計画」を策定（平成10年３月改訂）し、

広域的な観点から生活排水対策を総合的かつ計画的に推進してきました。平成13年度には、それ

に続く「第２次宮崎県生活排水対策総合基本計画」を策定（平成27年３月２次改訂）し、生活排

水対策のさらなる推進を図ることとしました。

この計画での生活排水対策の基本的な方向は、生活排水による河川等の汚濁の原因が県民自身

にあることを県民が認識することを第一の目標に掲げ、その上で、「生活排水処理施設の整備」

というハード面の対策と「県民啓発」というソフト面の対策の両面から推進することとしており、

これらの対策を「県と市町村」、「県民と行政」、「流域の上流と下流」など立場の異なる機関

や人の連携により推進してきました。

この結果、令和２年度における県全体の生活排水処理率は82.8％となっています。

今後は、令和２年度に策定した「第三次宮崎県生活排水対策総合基本計画」に基づき、「生活

排水処理施設の早期整備」、「持続可能で効率的な運営管理」、「県民啓発」の３つの対策を大

きな柱とした取組を推進することによって、令和12年度における県全体の生活排水処理率を91.8

％まで引き上げるという目標を達成できるよう、さらなる推進を図ることとしています。
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令和２年度 市町村生活排水処理状況

（注）１ 人口は令和３年３月末現在。

２ 農業集落排水施設等には漁業集落排水施設及び簡易排水施設を含む。

３ 合併処理浄化槽等にはコミュニティ・プラントを含む。

（令和２年度末現在、コミュニティ・プラントの該当はない。）

２ 生活排水処理施設の整備

(1) 公共下水道

公共下水道は、公共用水域の水質保全や生活環境の改善等を目的に、主として市街地におけ

る生活排水等を処理するものです。

公共下水道の建設及び管理は原則として市町村が行い、令和３年３月末現在で宮崎市外７市

７町２村が事業を実施し、32処理場の供用を行っています。

(2) 農業集落排水施設

農業集落排水事業は、農業用用排水の水質保全、農業用用排水施設の機能維持、並びに農村

生活環境の改善及び公共用水域の水質保全を目的としており、農業振興地域内の処理対象人口

宮 崎 市 400,816 375,803 342,145 11,097 22,561 93.8% 85.4% 2.8% 5.6%

都 城 市 162,700 127,555 59,076 8,899 59,580 78.4% 36.3% 5.5% 36.6%

延 岡 市 120,013 109,296 88,883 4,846 15,567 91.1% 74.1% 4.0% 13.0%

日 南 市 51,485 30,572 16,879 608 13,085 59.4% 32.8% 1.2% 25.4%

小 林 市 44,285 31,508 8,426 4,038 19,044 71.1% 19.0% 9.1% 43.0%

日 向 市 60,241 48,966 32,430 2,175 14,361 81.3% 53.8% 3.6% 23.8%

串 間 市 17,573 10,760 2,606 474 7,680 61.2% 14.8% 2.7% 43.7%

西 都 市 29,378 23,266 13,770 1,712 7,784 79.2% 46.9% 5.8% 26.5%

えびの市 18,491 12,651 0 0 12,651 68.4% 68.4%

三 股 町 26,066 19,190 6,962 1,419 10,809 73.6% 26.7% 5.4% 41.5%

高 原 町 9,053 5,386 0 462 4,924 59.5% 5.1% 54.4%

国 富 町 19,052 12,683 6,028 0 6,655 66.6% 31.6% 34.9%

綾 町 7,168 5,543 2,932 110 2,501 77.3% 40.9% 1.5% 34.9%

高 鍋 町 20,088 11,900 6,196 0 5,704 59.2% 30.8% 28.4%

新 富 町 17,127 11,796 0 0 11,796 68.9% 68.9%

西米良村 1,082 936 421 81 434 86.5% 38.9% 7.5% 40.1%

木 城 町 5,041 4,334 3,461 0 873 86.0% 68.7% 17.3%

川 南 町 15,410 9,033 2,551 726 5,756 58.6% 16.6% 4.7% 37.4%

都 農 町 10,380 5,610 0 0 5,610 54.0% 54.0%

門 川 町 17,754 13,873 0 905 12,968 78.1% 5.1% 73.0%

諸 塚 村 1,535 1,486 204 35 1,247 96.8% 13.3% 2.3% 81.2%

椎 葉 村 2,634 2,349 0 30 2,319 89.2% 1.1% 88.0%

美 郷 町 5,073 4,821 0 2,068 2,753 95.0% 40.8% 54.3%

高千穂町 11,708 10,315 3,446 0 6,869 88.1% 29.4% 58.7%

日之影町 3,785 2,711 0 238 2,473 71.6% 6.3% 65.3%

五ヶ瀬町 3,609 2,673 0 0 2,673 74.1% 74.1%

県 合 計 1,081,547 895,016 596,416 39,923 258,677 82.8% 55.1% 3.7% 23.9%
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おおむね1,000人程度に相当する規模以下を単位として実施するものです。

令和３年３月末現在で、宮崎市外７市５町の62処理区（内３処理区は公共下水道接続済）で

供用を行っています。

(3) 漁業集落排水施設

漁業集落排水事業は、漁業集落の生活環境の向上、漁業及び周辺海域の水質保全を目的とし

ており、漁港背後集落の漁業依存度（対象集落における総生産額に対する漁業生産額の割合）

又は漁家比率（対象集落における総世帯数に対する漁業を営む世帯数の割合）が１位で、対象

人口の要件を満たす漁業集落で整備を実施するものです。

漁業集落排水施設は、北浦漁港外６漁港で整備し、現在、供用を行っています。

(4) 合併処理浄化槽

ア 合併処理浄化槽の整備

合併処理浄化槽は、家屋の新築時などに比較的容易に設置することができ、家屋が散在し

ている地域や、公共下水道などの整備が当分の間見込めない地域で重要な役割を果たすもの

です。

このため、県では、合併処理浄化槽の普及促進を図るため、平成元年度から市町村が実施

する合併処理浄化槽の設置補助事業に対し助成を行っており、平成５年度からは県内全市町

村でこの事業に取り組んでいます。平成27年度以降は、単独処理浄化槽やくみ取り槽から合

併処理浄化槽への転換を行う場合に限って補助しており、転換による汚水処理未普及解消に

重点をおいた助成を行っています。

このほか、平成17年度からは、市町村が設置し維持管理を行う、市町村設置型浄化槽の整

備事業に対しても助成を行っています。

さらに、平成26年度からは単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換を行う際の単独処

理浄化槽撤去費の補助を、令和２年度からは同じく単独処理浄化槽からの転換を行う際の宅

内配管工事費の補助をそれぞれ開始し、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換促進を

図っています。

イ 浄化槽維持管理体制の整備

浄化槽の維持管理は、個々の浄化槽管理者の義務となっており、また、設置基数が非常に

多いことから、維持管理を確実にするためには、適正な維持管理体制の整備が必要です。

このため、県では、平成９年度に県内の浄化槽を管理するシステムを構築し、また、関係

機関・団体と一体となって、維持管理体制の整備に努めています。

特に、法定検査は、保守点検、清掃が適正に行われ、浄化槽が正しく機能しているかを判

定するもので、適正な維持管理を確保する上で重要であります。このことから、浄化槽の設

置時に実施する浄化槽法第７条に基づく検査は、検査手数料を前納することとし、また、浄

化槽法第11条に基づく検査は、平成22年度から未受検者に対する受検啓発活動を行っており

ます。さらに、モデル地域を設定して、法定検査を受検しやすくする仕組である「受検手続

き代行」や「一括契約」に取組んでおり、今後、県内全域に普及・展開することとしており

ます。これにより令和２年度の法定検査の実施率は56.4％となりました。

また、平成16年度からは浄化槽を設置しようとする方を対象に使用する際の注意事項や維

持管理など浄化槽に関する正しい知識を習得し、適正な維持管理を行っていただくことを目

的として浄化槽設置者講習会を実施することとし、令和２年度は55回開催しました。

３ 生活排水適正処理啓発の推進

河川浄化の推進を図るため、生活排水が河川汚濁の大きな原因であること、家庭や地域での取

組が大切であることなどを広く県民に周知するために、平成５年度から平成18年度までテレビス

ポット広告を制作し、地元民放テレビ局で放映しました。
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また、県民による河川浄化活動を推進するため、流域単位の河川浄化活動や住民の河川浄化活

動を支援する市町村に対し、平成14年度からその経費の一部を助成しています。

さらに、浄化槽の適正管理を推進するために、平成27年度から県、市町村、浄化槽関係団体等

が一体となった一斉啓発活動を実施しています。

第２節 その他の河川浄化対策

１ 河川浄化対策の広域的な取組

国、県、市町村による広域的な水質保全対策を推進するため、各種の協議会等が設置されてい

ます。

広域的な水質保全対策協議会等

名 称 事 務 局

大淀川サミット実行委員会 宮崎市

大淀川水系水質汚濁防止対策連絡協議会 国土交通省宮崎河川国道事務所

小丸川水系水質汚濁防止対策連絡協議会 国土交通省宮崎河川国道事務所

五ヶ瀬川水系水質汚濁防止連絡協議会 国土交通省延岡河川国道事務所

川内川水系水質汚濁対策連絡協議会 国土交通省川内川河川事務所

五十鈴川流域森と水を守る協議会 門川町

耳川水系汚濁防止協議会 日向市

一ツ瀬川水系濁水対策推進協議会 西都市

一ツ瀬川水系河川をきれいにする連絡協議会 西都市

小林地区大淀川水系河川愛護対策協議会 小林市

石崎川水系環境保全対策連絡協議会 宮崎市

清武川水系汚濁防止協議会 宮崎市

２ 多自然川づくりの推進

河川改修については、自然との共生を目指した「多自然川づくり」を進めています。

地域住民の河川浄化意識の高揚を図り、自然豊かで魅力ある川づくりを推進することにより、

川が本来有している浄化機能を保全しています。


